
　

岩
手
県
地
方
公
務
員
共
闘
会
議
（
議
長
：
佐
藤
工
岩
教
組

委
員
長
）
で
は
８
月
23
日
の
県
人
事
委
員
会
へ
の
要
請
書
提

出
を
皮
切
り
に
県
人
事
委
員
会
勧
告
闘
争
を
本
格
化
さ
せ
る
。

国
人
勧
が
３
年
ぶ
り
に
月
例
給
・
一
時
金
と
も
に
引
上
げ
と

な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
闘
争
を
組
み
立
て
る
。
ヤ
マ
場
は

９
月
下
旬
と
見
込
ま
れ
る
。
県
人
勧
闘
争
の
主
要
課
題
を
共

有
し
、
大
型
ハ
ガ
キ
署
名
に
結
集
し
よ
う

　

先
日
、
共
済
組

合
の
補
助
を
受
け

て
、
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
し
た
。
共

済
組
合
か
ら
の
補

助
決
定
通
知
を
受

け
た
数
日
後
、
医

療
機
関
に
予
約
を

入
れ
よ
う
と
し
た

と
こ
ろ
、
既
に
予
約
済
と
な
っ

て
い
た
日
が
多
く
、
医
療
機
関

側
か
ら
提
示
さ
れ
た
日
で
受
診

す
る
し
か
な
か
っ
た
▼
業
務
都

合
を
考
慮
せ
ず
に
受
診
日
を
設

定
し
た
こ
と
も
あ
り
、
受
診
日

の
直
前
・
直
後
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
業
務
も
多
く
、

本
当
に
受
診
し
に
行
け
る
の
か
、

心
配
が
尽
き
な
い
中
で
の
受
診

と
な
っ
た
。
服
務
上
の
取
扱
い

は
、
所
属
長
承
認
に
よ
る
職
務

専
念
義
務
免
除
で
あ
る
が
、
気

分
は
「
義
務
免
除
」
と
は
程
遠

か
っ
た
▼
人
間
ド
ッ
ク
に
お
け

る
医
師
の
診
察
で
指
摘
さ
れ
た

事
項
は
「
太
っ
て
い
る
か
ら
運

動
し
て
痩
せ
る
よ
う
に
」
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
健
康
診
断
と
た
い

し
て
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ

た
が
、
「
太
っ
て
い
る
」
に
も

い
く
つ
か
の
類
型
が
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
望
ま
し
い
運
動
の

し
か
た
も
変
わ
っ
て
く
る
よ
う

で
あ
る
▼
と
は
い
え
、
日
々
過

密
な
労
働
に
追
わ
れ
る
中
で
、

運
動
す
る
時
間
を
い
つ
作
れ
る

と
い
う
の
か
。
こ
れ
は
、
医
師

の
診
察
で
解
決
す
る
問
題
で
は

な
く
、
今
の
過
密
な
労
働
が
当

然
の
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

組
合
を
通
じ
て
検
証
し
、
改
善

を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

▲団結ガンバローで大会を締めくくった

【
①
月
例
給
】

　

国
人
勧
で
は
、
月
例
給
の
官

民
較
差
を
埋
め
る
た
め
、
俸
給

表
の
改
定
を
行
う
と
し
た
も
の

◆ 

日 

時　

２
０
２
２
年
10
月
1
日
（
土
）

　
　

  　
　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

◆ 

場 

所　

盛
岡
市
「
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
」

※

各
支
部
は
代
議
員
の
選
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
各
支
部
１
人
、
中
央
執
行
委
員
会
４
人
、
現

業
評
議
会
１
人
・
青
年
婦
人
部
１
人
の
選
出
と

な
り
ま
す
。
）

自
治
労
県
本
部
定
期
大
会

の
、
若
年
層
に
配
分
、
中
高
齢

層
は
据
え
置
き
と
な
っ
た
。
物

価
上
昇
等
の
影
響
を
均
等
に
受

け
て
い
る
中
で
全
て
の
号
俸
で

の
引
き
上
げ
に
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
は
生
計
費
確
保
の
観
点
か

ら
は
不
十
分
で
あ
り
、
若
年
層

以
外
の
職
員
の
勤
務
意
欲
確
保

で
は
大
き
な
課
題
を
残
す
。
高

齢
層
に
係
る
給
与
改
善
の
具
体

的
対
策
を
求
め
る
。

【
②
一
時
金
】

　

国
人
勧
で
は
、
引
き
上
げ
分

の
配
分
を
勤
勉
手
当
の
み
で
行

う
と
し
て
お
り
、
能
力
実
績
に

応
じ
た
手
当
支
給
を
強
め
て
い

る
。
ま
た
、
勤
勉
手
当
で
の
引

き
上
げ
で
は
、
会
計
年
度
任
用

職
員
へ
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
期
末
手
当
で
の
引
き
上
げ

や
勤
勉
手
当
の
支
給
を
求
め
る

必
要
が
あ
る
。

【
③
給
与
制
度
の
見
直
し
】

　

国
人
勧
で
は
、
給
与
制
度
の

見
直
し
に
着
手
す
る
と
さ
れ
て

お
り
、
検
討
項
目
に
は
、
65
歳

定
年
を
見
据
え
た
60
歳
前
・
60

歳
超
の
給
与
カ
ー
ブ
の
あ
り
方

が
含
ま
れ
る
な
ど
、
給
与
水
準

の
抑
制
が
懸
念
さ
れ
る
。
給
与

水
準
を
引
き
下
げ
さ
せ
な
い
よ

う
、
検
討
状
況
の
注
視
が
必

要
。

【
④
諸
手
当
改
善
】

　

通
勤
手
当
で
は
、
継
続
課
題

で
あ
る
高
速
道
路
利
用
の
手
当

改
善
、
交
通
機
関
と
交
通
用
具

を
併
用
し
た
場
合
（
パ
ー
ク
＆

ラ
イ
ド
）
の
駐
車
場
料
金
の
手

当
新
設
を
求
め
る
。
ガ
ソ
リ
ン

価
格
高
騰
に
関
し
、
ガ
ソ
リ
ン

価
格
の
動
向
を
踏
ま
え
た
通
勤

手
当
改
善
も
重
要
課
題
。

　

住
居
手
当
で
は
、
最
高
支
給

上
限
額
の
改
善
を
求
め
る
。

【
⑤
長
時
間
労
働
是
正
策
】

　

超
過
勤
務
の
上
限
規
制
が
設

け
ら
れ
て
い
る
が
、
例
外
規
定

を
設
け
て
い
る
こ
と
、
実
効
力

あ
る
対
策
が
各
職
場
で
確
保
で

き
る
の
か
課
題
が
大
き
い
。
長

時
間
労
働
是
正
の
た
め
客
観
的

勤
務
時
間
把
握
を
基
に
し
た
超

過
勤
務
手
当
の
支
給
は
も
と
よ

り
、
要
員
確
保
な
ど
の
実
効
力

あ
る
対
策
を
求
め
る
。

【
今
後
の
取
り
組
み
】

　

10
月
上
旬
の
県
人
勧
を
見
据

え
、
岩
手
県
地
方
公
務
員
共
闘

会
議
に
結
集
し
、
９
月
下
旬
の

事
務
局
長
交
渉
を
闘
争
ヤ
マ
場

と
し
て
設
定
。
人
事
委
員
長
あ

て
要
請
署
名
に
取
り
組
む
。
大

型
ハ
ガ
キ
署
名
の
取
り
組
み
へ

の
結
集
を
お
願
い
す
る
。
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




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


　

８
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
第

57
回
青
年
婦
人
部
定
期
大
会
に

お
い
て
新
た
な
役
員
体
制
が
決

定
し
た
。

 

青
年
婦
人
部
長
は
、
鍬
形
幸

平
さ
ん
再
任
、
副
部
長
に
石
井

望
夢
さ
ん
再
任
、
田
代
こ
よ
み

さ
ん
が
新
任
、
書
記
長
に
須
藤

◆
部
長

鍬形　幸平
（北上支部・農研センター分会）

田代　こよみ
（釜石支部・水産部分会）

石井　望夢
（一関支部・農村整備センター分会）

岡本　拓哉
（県庁支部・税務課分会）

岸　航平
（県庁支部・水産振興課分会）

須藤　開（専従）
（本部・書記局分会）

◆
副
部
長

◆
書
記
長

◆
書
記
次
長

開
さ
ん
が
新
任
、
書
記
次
長
に

岸
航
平
さ
ん
再
任
、
岡
本
拓
哉

さ
ん
が
新
任
と
な
っ
た
。

　

自
治
労
第
96
回
定
期
大
会
が
８
月
30
日
・
31
日
、
千
葉
県

幕
張
メ
ッ
セ
を
会
場
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
。
全
国
の
代
議

員
か
ら
参
院
選
闘
争
総
括
、
確
定
闘
争
勝
利
等
に
向
け
た
補

強
発
言
を
受
け
賛
成
多
数
で
採
択
。
川
本
委
員
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

　

開
催
に
当
た
り
、
川
本
中
央

執
行
委
員
長
は
「
７
月
の
参
議

院
選
挙
闘
争
で
、
自
治
労
組
織

内
「
鬼
木
誠
」
勝
利
に
向
け
奮

闘
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。
一
方
、
目
標
30
万
票
に
対

し
17
万
票
に
と
ど
ま
る
な
ど
、

自
治
労
組
織
の
力
量
も
試
さ
れ

た
選
挙
と
い
え
る
。
公
務
員
の

賃
金
労
働
条
件
は
政
治
が
影
響

す
る
こ
と
か
ら
無
関
心
で
は
い

ら
れ
な
い
。
来
年
４
月
の
統
一

自
治
体
選
挙
に
向
け
課
題
を
持

っ
て
取
り
組
む
。
人
事
院
は
、

３
年
ぶ
り
に
月
例
給
、
一
時
金

と
も
に
引
き
上
げ
る
勧
告
を
行

っ
た
が
、
月
例
給
は
若
年
層
の

み
、
一
時
金
は
勤
勉
手
当
に
充

て
る
な
ど
不
満
が
残
る
こ
と
か

ら
、
確
定
闘
争
で
の
取
り
組
み

が
不
可
欠
。
懸
命
に
働
く
組
合

員
の
悩
み
や
課
題
に
耳
を
傾

け
、
要
求
・
交
渉
を
行
い
、
賃

金
労
働
条
件
や
職
場
環
境
の
改

善
、
人
員
確
保
な
ど
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
、
労
働
組
合
の

基
本
的
役
割
。
日
常
的
な
組
合

活
動
を
展
開
し
、
自
治
労
全
体

の
組
織
力
量
の
底
上
げ
に
つ
な

げ
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

自
治
労
県
本
部
・
及
川
隆
浩

書
記
長
（
県
職
労
）
は
、
①
組

織
基
盤
強
化
に
お
け
る
岩
手
の

組
合
加
入
の
取
り
組
み
と
継
続

し
た
財
政
支
援
、
②
平
和
な
社

会
の
実
現
、
憲
法
改
悪
反
対
の

組
織
的
な
取
り
組
み
強
化
等
を

訴
え
た
。
代
議
員
の
補
強
発
言

に
よ
り
方
針
は
賛
成
多
数
で
採

択
。
最
後
に
川
本
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
意
思
統
一
し

た
。

お悩み相談
　各地区の合庁内にある「組合書記局」は相談窓口として置
かれています。また、書記局での相談がちょっと…。という
方は右下のＱＲコードからメールを送って頂ければ対応いた
します！
　コロナ禍で職場内での交流
の機会も減っているため、職
場で相談しづらいこともある
かもしれません。そんな時は、
溜め込む前に労働組合にご相
談ください。

２
０
２
２ 

県
人
事
委
員
会
勧
告
闘
争
ス
タ
ー
ト

全
年
代
で
実
感
で
き
る
賃
金
・
手
当
改
善
を
！

青
年
婦
人
部
四
役
紹
介

人
事
委
員
長
あ
て
『
大
型
ハ
ガ
キ
要
請
署
名
』
に
取
り
組
も
う

2022
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８
月
27
日
、
現
業
評

議
会
は
２
０
２
２
確
定

闘
争
及
び
現
業
統
一
闘

争
を
全
力
で
取
り
組
み
、

組
合
員
の
生
活
と
権
利

を
守
る
た
た
か
い
へ
の

前
進
に
向
け
た
運
動
方

針
を
確
立
す
べ
く
、
第

63
回
定
期
総
会
を
盛
岡

市
で
計
24
人
の
参
加
で

開
催
し
た
。

　

工
藤
議
長
は
「
み
ん

な
が
参
加
し
、
み
ん
な

▲要求実現に向けて意思統一をはかった現業評議会定期総会

▲二戸農業改良普及センターでの意見交換会のようす

▲花巻支部定期大会のようす ▲笑顔でスポーツ交流する参加者たち

▲あいさつする工藤現業議長

人
員
補
充
へ
最
大
限
の
結
集
を

現
業
評
議
会 

第
63
回
定
期
総
会が

発
言
す
る
。
理
想
論
か
も
し

れ
な
い
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
声
、

意
見
が
無
け
れ
ば
執
行
部
も
強

く
交
渉
に
臨
め
な
い
の
で
、
総

会
の
場
で
も
良
い
の
で
職
場
内

で
困
っ
て
い
る
事
、
執
行
部
に

対
し
て
叱
咤
激
励
を
発
言
い
た

だ
き
組
合
活
動
を
活
発
に
し
て

い
き
た
い
。
私
た
ち
は
み
ん
な

で
や
ろ
う
と
い
う
考
え
で
取
り

組
み
を
進
め
て
行
き
た
い
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

盛
岡
支
部
細
野
代
議
員
か
ら
、

「
畜
産
研
究
所
で
は
今
年
度
末

３
人
の
退
職
予
定
者
が
い
る
。

こ
れ
ま
で
畜
産
研
究
所
で
は
退

職
に
伴
い
補
充
を
勝
ち
取
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
３
人
退
職
と

な
る
と
補
充
が
厳
し
い
の
で
は

と
危
機
感
を
い
だ
い
て
い
る
。

何
と
し
て
も
欠
員
を
出
さ
な
い

よ
う
に
人
員
確
保
に
向
け
て
私

た
ち
は
組
合
と
一
丸
と
な
り
と

も
に
頑
張
っ
て
い
く
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
い
」
と
人
員

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
決

意
発
言
も
あ
っ
た
。

　

最
後
は
工
藤
議
長
か
ら
「
今

年
度
は
現
業
職
場
全
体
で
６
人

退
職
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
退
職
補
充
を
な
ん
と
し
て

も
勝
ち
取
る
ぞ
」
と
決
意
し
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
意
思
統
一

を
は
か
っ
た
。

　

現
業
評
は
、
秋
の
現
業
闘
争

で
の
要
求
実
現
に
向
け
て
闘
争

を
強
化
し
て
い
く
。

　

二
戸
支
部
・
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
分
会
は
８
月
29
日
、

セ
ン
タ
ー
の
組
織
体
制
等
の
強

化
に
向
け
た
意
見
交
換
会
を
開

催
し
、
昨
年
度
の
取
り
組
み
状

況
を
も
と
に
職
域
課
題
の
集
約

を
行
っ
た
。

【
主
な
意
見
】

○
二
戸
普
及
セ
ン
タ
ー
に
は
庶

務
の
専
門
担
当
が
い
な
い
。
二

戸
普
及
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
な

い
が
課
長
が
庶
務
担
当
を
担
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
何
ヶ
所
か
あ

る
。
特
に
４
月
・
５
月
の
業
務

量
は
す
ご
く
多
い
な
と
思
っ
た
。

こ
の
時
期
は
特
に
忙
し
く
、
本

来
業
務
と
庶
務
業
務
ど
ち
ら
も

忙
し
い
と
、
本
当
は
普
及
業
務

に
力
を
入
れ
た
い
と
思
っ
て
も
、

ま
ず
庶
務
業
務
か
ら
や
ら
な
け

れ
ば
他
の
業
務
に
影
響
が
生
じ

る
こ
と
か
ら
庶
務
業
務
を
優
先

せ
ざ
る
を
え
ず
、
本
来
の
業
務

が
進
ま
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
た
。

○
産
休
・
育
休
の
代
替
職
員
が

専
門
職
だ
と
見
つ
け
に
く
い
状

況
で
臨
時
職
員
的
な
方
を
採
用

し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
専
門

的
な
仕
事
を
お
願
い
で
き
な
い

の
が
実
態
で
あ
る
。
ま
た
、
課

長
が
庶
務
を
行
っ
て
い
る
現
状

か
ら
事
務
職
Ｏ
Ｂ
も
配
置
す
る

な
ど
課
長
が
担
っ
て
い
る
庶
務

を
任
せ
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
た
。

○
普
及
員
の
人
員
配
置
に
つ
い

て
、
上
席
普
及
員
と
技
師
が
多

く
、
中
間
層
が
い
な
い
状
況
で

若
い
職
員
が
相
談
し
に
く
い
の

で
人
材
育
成
の
面
か
ら
も
年
齢

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
人
員
配
置

を
お
願
い
し
た
い
。

　

花
巻
支
部
は
８
月
31
日
、
定

期
大
会
を
開
催
し
た
。

　

前
川
支
部
長
か
ら
、
「
過
重

な
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
状

況
が
あ
り
、
何
と
か
し
な
い
と

い
け
な
い
。
一
方
、
組
合
組
織

率
が
低
く
な
り
、
頑
張
る
人
が

活
動
す
れ
ば
い
い
と
い
う
空
気

を
感
じ
る
。
み
ん
な
で
行
動
す

る
取
組
に
展
開
し
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

職
場
に
適
正
な
人
員
を
配
置

さ
せ
る
た
め
の
人
員
要
求
、
支

部
独
自
要
求
行
動
な
ど
の
運
動

方
針
を
提
起
し
た
。
職
場

で
仲
間
が
抱
え
て
い
る
課

題
解
決
に
向
け
て
支
部
独

自
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
組
に

つ
い
て
方
針
を
確
認
し
た
。

　

代
議
員
か
ら
、
定
年
延

長
後
の
職
場
体
制
に
つ
い

て
の
不
安
の
声
が
出
さ
れ

た
。
現
場
の
実
態
を
踏
ま

え
た
定
数
配
置
と
定
年
延

長
制
度
と
な
る
よ
う
取
組

を
強
化
し
て
い
く
。

　

北
上
支
部
・
胆
江
支
部
の
青

年
婦
人
部
で
は
、
９
月
31
日

（
水
）
、
新
採
用
職
員
の
歓
迎

と
、
青
婦
部
員
の
交
流
を
兼
ね
、

「
新
採
用
職
員
歓
迎
！
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
会
」
を
開

催
し
た
。

　

当
日
は
32
人
（
う
ち
新
採
用

職
員
６
人
）
の
組
合
員
が
参
加

し
た
。

胆
江
支
部
参
加
者
の
感
想

　

参
加
者
の
笑
顔
で
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
短
い
時
間

で
あ
り
ま
し
た
が
、
組
合
の
良

さ
で
あ
る
「
支
部
・
部
局
・
職

種
を
越
え
た
交
流
」
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
回
を
き
っ
か
け
に
仲
間
と

繋
が
り
を
持
ち
、
交
流
の
継
続

し
組
織
拡
大
を
進
め
て
い
き
た

い
で
す
。

青年婦人部がバレーボール交流会を開催

北上・胆江支部合同

交流を通した仲間づくりを

事
務
職
の
確
保
が
必
須

二
戸
普
及

セ
ン
タ
ー 普

及
職
員
協
議
会

現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た

　

人
員
配
置
を
求
め
て
い
く

８
・
31
花
巻
支
部
で
定
期
大
会
を
開
催

岩　　　手　　　県　　　職　　　労第1609号（昭和34年４月１日第三種郵便物認可） 2022年9月15日（２）


